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大田区自立支援協議会 相談支援部会要旨 

文責：（大窪・障がい者総合サポートセンター一部修正） 

(1) 会議の名称 大田区自立支援協議会 相談支援部会（第 4回） 

(2) 開催日時 平成 28年 8月 3日（水）9:30～12:00 

(3) 開催場所 大田区立障がい者総合サポートセンター 5階多目的室 

(4) 出席した委

員、事務局 

委 員 （部会長：森山委員） 

志村 陽子 宮澤 勇 古怒田 幸子 平井 有希子 

鈴木 啓太 茂野 俊哉 田中 隆博 今崎 牧生 

栗田 総一郎 内海 玄宗 小嶋 愛斗 大窪 恒 

中越 祐一    

区職員出席者 

  友成係長（調布地域福祉課）     江口係長（糀谷・羽田地域福祉課）   

鈴木係長（大森地域健康課）     

関係者 

  林 倫子（障がい者総合サポートセンター相談支援部門） 

事務局出席者 

 障がい者総合サポートセンター：星、齋藤（愛） 

(5)内容・要旨 

 

１，２省略 

3、確認事項 

〇前回の議事録・意見出しカード・結果表の確認 

・前回の部会で意見出しカードの集計表を事前に欲しいとの意見があったので

作業部会で検討を行った。事前配布は外部の目に触れる機会が増えてしまう

との意見もあり、当日配布のまま継続することとした。 

〇運営会議（7/29）、全体討議会（8/19）について 

・アンケートの集約を行い、8月 19日にまとめたものを提出。 

・運営会議は会長、部会長、各部会委員の構成で、1 月に研修会を行いたいと

考えている。 

・全体討議会出席者は 8月 10日までに FAXを障害福祉課宛に送る。 

・地域自立支援協議会交流会について大田区から懇親会に 5名を選出する。 

〇編集委員より報告 

・自立支援協議会だより第 12 号を発行する。白井会長の挨拶や各部会の紹介

（役割や目標）等の構成となる予定。 

・各部会から 1名担当を決めて文章を作成する。部会長を中心に相談部会の歴

史などをまとめていくこととする。 

〇その他 事務局から 

 

4、本日の議題 

「基幹型・さぽーとぴあを含めた相談支援体制整備に向けた検討」 

〇基幹相談支援センターさぽーとぴあの役割と事業内容説明（別紙参照） 

〇さぽーとぴあとしてこれからの方向性 

・縦の連携を取りながら、基幹として困難事例を積極的に対応していきたい。 
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・今後サポートセンターから積極的に外部に出向き、担当ケースの相談や意見

交換等を行っていきたい。 

〇基幹型・さぽーとぴあへの意見・要望 

・色々な問題・課題点の集約機能を持ち、シンクタンクとして機能することで

当事者や事業所の助けとなってほしい。 

・「相談支援連絡会おおた」とも連携を取り、問題の抽出や解決に向けた支援

を行って欲しい。 

・相談事業所・相談員が足りない状況をサポートセンターでも把握し、調整や

紹介が出来る体制を構築してもらいたい。 

・基幹として地域福祉課、家族会や地域団体ともネットワークを拡大し、相談

があった時に連携して適切な情報提供を行って欲しい。 

・困難ケースの支援会議に積極的な参加をしてもらいたい。 

・民間の相談員が相談できる基幹相談支援センターであってほしい。 

〇上記議論の検討 

・今回意見のあった事について情報を整理し、改善できる部分を次回の相談部

会で報告する。 

 

5、その他 

（1）次回 個別支援会議について 

・次回の予定を変更し、上記議論を継続して行う事を確認した。 

（2）委員及び関係機関からの情報提供など 

（3）意見出しカードの記入 

 

 

 

○第 5回 

日時 9月 14日（水） 9時 30分から 12時 

場所 さぽーとぴあ 5階多目的室 

 

 

 


